
７月から水遊びが始まりました。

水が苦手な子もいましたが、回数

を重ねるごとに水に慣れ、今では

顔に水がかかっても大丈夫になり、子ども

達の歓声が多く聞こえるようになりました。

泥・砂・水は容易に変形でき、また元に戻せ、とっ

ても魅力的な素材です。子ども達のイメージに合

わせて遊ぶことができ、作ったり、崩したりを繰

り返すことで五感を刺激し感性を豊かにし創造

力・集中力・忍耐力などが育ちます。

令和6年 7月

【野菜切り】

冬眠から目を覚ました、

たくさんの虫が活発的

に活動を始めています。虫を触るのが苦手だった子も、保育

士やお友だちが触っている姿や手のひらに乗せた虫を『大丈

夫、こわくないよ。』と一緒に観察することを繰り返すことで

苦手を克服し触れるようになり、今では虫を見つけると自分

から虫に寄って行き、触れ合っています！！

感覚・感触遊び【泥んこ遊び編】

トマト・ピーマン・ナス・きゅうりの

苗を5月に植えました。日々成長

していく野菜を見て収穫が待ち遠しい様子の子ども達。

７月中旬になると少しずつ収穫できるようになり、収穫を

楽しんでいます。

水たまりを発見すると、泥遊びが始まります。

初めはバシャバシャと泥水に手をつけて遊ぶだ

けが、泥をカレーに見立てたごっこ遊びに発展。お友だちの楽しそ

うに遊んでいる姿をみて、遠くから見ていた子も一緒にごっご遊

びを始めていました。お友だちとの関わりも少しずつ深まってい

ます。

自然遊び【虫編】

ごっこ遊びとは、身近な物事の真似をして楽しむ再現遊びの一環

で、子どもが何かになったつもりになって、対象の「ふり」や「まね」

をする遊びです。友だちとイメージを共有し、役割を分担しながら、

体験したことや興味のあることを再現して遊ぶ想像力・社会性・協

調性・コミュニケーション能力・思考力・心理的な発達などさまざま

な能力を引き出すと言われています。

ごっこ遊び

プール・水遊び

【音楽会】

【お掃除】
【レッカー移動】

小さいカエルも

たくさんいたよ

梅雨が明け、青い空には入

道雲が見られるようになりま

した。セミの鳴き声と共に暑

い暑い夏の始まりです。


